
 
 

 

   
 
 

 
〒720-1602 広島県神石郡神石高原町井関 2696 

    ＴＥＬ  0847-85-2800 ＦＡＸ  0847-85-2814 

     ＵＲＬ http://www.jinsekigun.jp/school/kurumisho/ 

 

◆新型コロナウイルス感染症予防対策～最新版～ 
みんなが元気に過ごすために，そして，学びをとめないために学校では次のようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆トーマス先生ありがとう，お元気で・・・。 
  １・２年生の英語，３・４年生の外国語活動，５・６年生の外国語科の学習では，二人のＡＬＴの

先生にお世話になっていますが，その一人であるトーマス・ブリット先生が帰国されることになり

ました。２学期の初めからお世話になっており，２月７日が最後の授業となりました。とても明る

く楽しい先生なので，子供達は大好きでした。休憩時間になると， 

 「トーマス先生，一緒にあそぼう～。」 

 と誘う子供もいました。最後の日はどの学年からも心のこもったプレゼントが渡されました。 

新しいＡＬＴの先生が２月１４日から来られる予定です。 

元気にすごすために
気をつけること

 

令和３年度 2 月号  

学校だより 
神石高原町立来見小学校 

換気 教室の窓は１０㎝ずつ開
け，出入口も開けています。 
 

防寒具  
寒 さ 対 策

として，膝掛
けや上着の
使用をして
います。 
 

健康観察 これまでより小さい
サイズのカードをランドセルに
つけ，さっと見てもらいます。 
 

授業配信 学校再開後、家庭の
都合で欠席した児童が教室のみ
んなと一緒に学習できるように
Google classroom（グーグル 
クラスルーム）のＭeet（ミート）
で授業のやりとりしています。 
児童は持ち帰っていたタブレ

ットを使っています。 

グループ学習 間隔を
とって行っています。 

新型コロナウイ
ルス感染症対策に
係る臨時休業があ
りましたが、学校
再開後は「みんな
が元気に過ごすた
めに気をつけるこ
と」のパワーポイ
ントで学校での過
ごし方を確認しま
した。 



◆全校児童文集「太陽」に取り組んでいます。 

   来見小学校の伝統となっている全校児童文集「太陽」に，今，全員が，取り組んでいます。 

「太陽」は，開校当初から作成されている文集で，今年で６１号目です。学校でのできごとや

日常生活の中から作文を書いたり，国語科の学習を生かした意見文を書いたりしています。 

今年度は，「パソコン入力」または「手書き」を児童が選択して作文の仕上げに取り組んでい

ます。児童一人ひとりにタブレット端末が貸与されているため，子供達は，ずいぶんとローマ字

入力に慣れてきました｡ 

ローマ字入力をして 

からの漢字変換作業に 

も励んでいます。 

また，手書きでは， 

しっかりとした筆圧で 

読みやすい丁寧な文字 

で書くことに励んでい 

ます。間もなく完成で 

す。どうぞ楽しみにし 

ていて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●  令和４年 3 月の主な行事予定 ※情勢によっては予定が変わることがあります。 

１日 (火) 集金日  11 日 (金) 
令和 4 年度ＰＴＡ役員選出の会 19:０0～ 

プラザ（２～５年保護者）   14:10 下校 

３日 (木) 

ハローミート(児童面談) 

前期児童会役員選挙① 

ＢＣＣ（バンダバーグクリスチャンカレ

ッジ）とのＷＥＢ交流 13:15～14:00 

（６年生） 

 

18 日 (金) ６年生を送る会⑤⑥ 
 

４日 (金) 下校指導，神石高原ランチ  24 日 (木) 卒業証書授与式 9:30～ 

７日 (月) 委員会⑥  25 日 (金) 修了式，離退任式 

８日 (火) 読み語り(朝)，能⑥５年生  2８日 (月) 学年末休業日 

 
令和４年度 ４月６日(水) 就任式・始業式  ４月７日(木) 入学式 10:00～ 

【いじめ，体罰，セクシュアル・ハラスメント相談窓口】についてのお知らせ 

来見小学校では，【いじめ，体罰，セクシュアル・ハラスメント相談窓口】を教頭（佐藤寿美）・養護教

諭（森岡絵美）教諭（赤木慶）としています。気になることがありましたら，遠慮なくご相談下さい。 

◎来見小学校  TEL ８５-２８００ 
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思
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